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便通状態と睡眠には密接な関係がある。機能性

便秘（functional constipation；FC）を呈する女性

は不眠を呈することが多く，特に睡眠前半の覚醒

が多く認められる。成長ホルモン（growth

hormone；GH）は，入眠後の徐波睡眠の出現に伴

って分泌の亢進が起こり，身体の疲労回復に寄与

している。消化管運動は自律神経の支配を受ける

が，同時に睡眠－覚醒リズムと同様にサーカディ

アンリズムを有している。以上より，FCでは睡

眠障害に加えて，GH分泌や消化管運動，ひいて

は自律神経の機能にも異常が起こっているという

仮説が成り立つ。

FCを呈する女性において，睡眠状態とGH分泌，

自律神経機能，消化管運動機能の関連を健常女性

と比較することにより検討し，仮説を検証する。

公募した19～28歳の健常（便通・睡眠良好）女性

11名とFCを呈する女性18名（睡眠障害10名にあ

り）。既往歴や通院歴に明らかな消化器および精

神疾患は認めない。

８日間睡眠（生活）日誌を記載する。記載最後の

２日間を全被験者に同条件で宿泊してもらい，夜

間胃電図測定（７日目），アクチウォッチ装着（８

日目），夜間心電図測定（８日目），就寝前後の採

血（８日目）を行う。質問紙にて健常者（control）

群，便秘－良眠（FC－GS）群，便秘－睡眠障害

（FC－PS）群にグルーピングし，各群で①睡眠前半

の覚醒時間（アクチウォッチ），②GH分泌，③自

律神経機能（心電図），④消化管運動機能（胃電図），

⑤心理検査などを解析し検討する。

①アクチグラフでの睡眠前半の覚醒時間は，

機能性便秘における夜間の自律神経機能と
成長ホルモン分泌，消化管機能の検討
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FC群で高値となる傾向が認められた。②起床直

後の血中GHは，有意差をもってFC－PS群＜

FC－GS群＜control群となった。③副交感神経機

能を反映する心電図R－R間隔の高周波成分（high

frequency；HF）は，FC－PS群で有意に高値を呈

した（図１）。④胃電図の振幅の変化は３群で有意な

差は認められなかった。⑤FC－PS群では抑うつ

を示す自己評価抑うつ尺度（Self-rating Depression

Scale；SDS）の得点が高値だった（図２）。

便通状態が睡眠状態と関連しているのみなら

ず，自律神経機能や夜間のGH分泌，心理状態に

も影響している可能性を示唆する結果であった。

結　論

図１．副交感神経機能の比較
ANOVA：p＜0.05，mean±SE
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図２．抑うつ気分に関する心理検査結果の比
較
SDS：自己評価抑うつ尺度

Kruskal Wallis：p＜0.05
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